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令和５年度 第３回八幡地域協議会会議録 

 

日 時   令和５年９月２８日（木）午後６時３０分～午後８時００分 

場 所   八幡タウンセンター 第３・第４会議室 

出席委員  １３名 

 １号委員  池田 義則  土井 礼子  池田 洋   小松 茂 

       佐藤 良平  後藤 正一  阿部 彩人  池田 修 

    加藤 隆子  御舩 浩弥  小野 良文 

      ２号委員  池田 満好  信夫 効次  

欠席委員  １名 

 １号委員  佐々木慶則 

 

(事務局) 八幡総合支所長 池田 裕子  支所長補佐 加藤 裕昭、土門 邦廣 

 

(傍聴者） なし 

 

議事日程  １ 開 会 

      ２ 会議録署名委員の指名 

３ 協議（ブレインストーミングの手法を用いて） 

テーマ 八幡地域の『光るもの』は何があるか 

八幡地域に『あったらいいもの』は何か 

  ４ その他 

５  閉 会 

 

【協議の概略及びその結果】 

  （Ａ・Ｂ）２つのグループに分かれて、ブレインストーミングで①他の地域に誇るべき

八幡地域の『光るもの』②八幡地域に『あったらいいもの』について、協議を行った。 

今回のブレ―ストーミングの意見と第２回会議の際に各委員から提案された意見をもと

に、第４回会議で市長懇談会への提案内容を協議することとした。 

 

１ 開  会  

○信夫効次副会長 

 委員 1名の欠席、１３名を確認。協議会の設立を報告する。 

 

２ 会議録署名人指名  

 池田 洋 委員より了解いただく。 
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３ あいさつ  

〇議長(池田満好 会長) 

最近はやっと秋を感じられるようになった。しかしながら、全国的にはまだ真夏日が続き、

過去最高の暑さとなっている。隣県の秋田市では集中豪雨による災害が発生し、反面、当地

域では７月から雨が降っていない。稲作への影響、冬季間の積雪も心配されている。 

温暖化により様々な心配ごとは絶えないが、今後ともよろしくお願いしたい。 

 

４ 協 議  

〇議長(池田満好 会長)   

事務局のブレインストーミングの説明に合わせ、まずは「八幡地域の『光るもの』は何が

あるか」、続いて「八幡地域に『あったらいいもの』は何か」について協議します。 

 

【Ａグループ】 進行:池田支所長 

  池田義則、土井礼子、阿部彩人、池田修、御舩浩弥、池田満好 

【Ｂグループ】 進行: 加藤補佐 

池田洋、小松茂、佐藤良平、後藤正一、加藤隆子、小野良文、信夫効次 

 

〇事務局(土門邦廣) 

ブレインストーミングの手順、注意事項について説明。 

各委員から提言いただいていた内容のうち、以下の１０項目をブレインストーミングのキ

ーワードとした。 

  ・災害対策 

  ・避難所 

  ・デマンドタクシー 

・鳥海山・飛島ジオパーク 

  ・鳥海高原家族旅行村 

  ・移住定住促進 

  ・空き家対策 

  ・荒瀬川の整備 

  ・安田バイバス 

  ・除雪ボランティア 

 

各チームでの協議が開始され、意見交換がなされた。 

各チームの結果は次ページからのとおり。 
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〇八幡地域の「光るもの」は何があるか 
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〇ブレインストーミングの結果を受けて、事務局のまとめ 

 両グループともに、八幡地域の『光るもの』については、鳥海山・玉簾の滝・荒瀬川・田

園風景などの「自然環境や里山の風景」、奴振り・福山神楽・青沢獅子踊りなどの「伝統文化」、

おいしい水・米・日本酒・山菜など「食べ物」が共通の意見としてあげられた。 

 

 各委員より提言いただいていた内容としては、「鳥海高原家族旅行村」や「鳥海山・飛島ジ

オパーク」「荒瀬川の整備」というキーワードが共通して利用されている。 

 

特徴的な点として、チームＡで伝統・コミュニティという囲いの中に、委員からの提案議

題である「移住・定住促進」が含まれ、庄内弁、良い人がたくさんいるなどと共に関連付け

られている。 
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〇八幡地域に『あったらいいもの』は何か 
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〇ブレインストーミングの結果を受けて、事務局のまとめ 

両グループともに、『あったらいいもの』についても類似性があると共に、事前テーマであ

った『光るもの』との関連性が認められた。 

 



 - 7 - 

両グループ共通してあげられたものとして、「交通手段の改善」に関する事項、「耕作放棄

地の再生や既存施設（空き家対策を含む）の再利用」「獣肉(ジビエ)の加工処理施設や食べ物」

「働く場所」に関するものがあった。 

 

また、共通の意見として両グループから提出されており、かつ『光るもの』との関連性が

大きいものとして「自然環境や里山の風景」の関係で、キャンプ場やオートキャンプ場、フ

ィールドアスレチック、自然環境を生かしての養殖場などがあげられた。 

 

各委員より提言いただいていた内容としては、「デマンドタクシー」や「安田バイパス」「空

き家対策」「除雪ボランティア」などのキーワードが利用されている。 

 

特徴的な点として、Ａグループでは『光るもの』に結びつけたキーワード（委員提言）「移

住・定住促進」が、Ｂグループでは『あったらいいもの』にあげられ、「若い人の職場や結婚

祝い金」、「八幡のマッチングアプリ」なとど同じ囲いとして「移住定住」といった名称でま

とめられている。人口減少などが課題とされるなか、移住するには良い地域であっても、生

活面での支援や整備を必要としている現状が感じられた。 

 

また、Ｂグループで除雪ボランティアという囲いの中に、キーワード（委員提言）の「除

雪ボランティア」が含まれ、独居老人支援システムと共に関連付けられている。買い物支援

や交通問題などと共に、中山間地域における高齢者支援の必要性が見て取れる。 

 

５ その他  

〇事務局(池田裕子 支所長) 

  八幡小学校６年生の総合学習で、八幡地域の地域振興の状況を学習したり、鳥海八幡中

学校１年生が各コミュニティ振興会を訪問し、自分たちが地域でできることを学習・発表

するなど、地域の子どもたちが積極的に「地域振興」について学ぶ機会が増えている。 

 

〇阿部彩人 委員 

総合学習の一環で、八幡小学校６年の「八幡地域振興」に関する発表会が１２月に予定さ

れている。協議会委員も見学できるよう、次回その件についてもお伝えしたい。 

 

６ 閉 会   

○信夫効次 副会長 

次回開催予定は１１月下旬。引き続きよろしくお願いしたい。 


